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沖縄県在宅医療連携体制整備事業

• 事業区分

沖縄県地域医療再生計画（平成24年度補正予算）事業

• 実施期間

平成26年4月1日～平成28年3月31日

• 事業概要

多職種協働による在宅医療連携体制を構築するとともに、沖
縄県医師会が構築する「おきなわ津梁ネットワーク」の機能を
拡充し、医療機関、歯科、薬局、地域の介護福祉サービス等と
の健康情報の共有化を図り、高齢者の状態に応じた、切れ目
のない、医療や介護サービスの提供を図る。



沖縄県在宅医療連携体制推進委員会

• 目的
沖縄県在宅医療連携体制推進委員会は、沖縄県の在宅医療
の効果的な推進及び実践を行うとともに、多職種による課題の
抽出や解決策を検討すること等を目的に設置するものとする。

• 検討事項
在宅医療の効果的な多職種連携に関すること
在宅医療の普及啓発に関すること
その他の在宅医療の推進に関すること

• 構成
行政関係者、医療・福祉関係団体、学識経験者、その他在宅
医療の推進に必要と認める者



沖縄県在宅医療連携体制推進委員会
所属 役職 指名

1 委員長 沖縄県医師会 監事 山里将進

2 副委員長 沖縄県歯科医師会 会長 比嘉良喬

3 副委員長 浦添市医師会 理事 大濵篤

4 副委員長 那覇市医師会 理事 喜納美津男

5 幹事 沖縄県看護協会 常務理事 川満幸子

6 幹事 沖縄県薬剤師会 理事 笠原大吾

7 幹事 沖縄県栄養士会 理事 吉田陽子

8 幹事 沖縄県介護支援専門員協会 会長 大城則子

9 幹事 沖縄県地域包括・在宅介護支援センター協議会 副会長 大城初美

10 幹事 沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 会長 樋口美智子

11 幹事 沖縄県理学療法士協会 副会長 神谷之美

12 幹事 沖縄県作業療法士会 会長 比嘉靖

13 幹事 沖縄県訪問看護ステーション連絡協議会 訪問看護認定看護師 下地節子

14 委員 沖縄県医師会 理事 比嘉靖

15 委員
北部地区医師会

監事 鍛司

16 委員 名嘉真透

17 委員
中部地区医師会

西平守樹

18 委員 理事 玉城浩

19 委員 南部地区医師会 常任理事 湧上民雄

20 委員 宮古地区医師会 副会長 下地晃

21 委員 八重山地区医師会 副会長 吉俣哲志

22 委員 沖縄県保健医療部保健医療政策課 課長 大城直人

23 委員 沖縄県子ども生活福祉部高齢者福祉介護課 課長 上地幸正

24 委員 沖縄県介護保険広域連合 地域支援係長 金城温大



北部地区医師会 中部地区医師会 浦添市医師会 那覇市医師会 南部地区医師会 宮古地区医師会 八重山地区医師会

沖縄県在宅医療連携体制整備事業

歯科医師会
薬剤師会

看護協会

沖縄県

市町村及び
関係団体

沖縄県医師会

沖縄県在宅医療連携体制推進委員会

事業計画書 事業計画書 事業計画書 事業計画書 事業計画書 事業計画書

多職種連携 多職種連携 多職種連携 多職種連携 多職種連携 多職種連携 多職種連携

沖縄県在宅医療連携体制推進委員会（仮称）

県、市町村、医師会、歯科医師会、薬剤師会、
看護協会等で構成する。

標準的かつ効果的な在宅医療連携体制（多職
種連携）の仕組みや、事業項目等を作成する。

事業項目の実施を各地区医師会に委託する。

事業実施に際し、各地区より抽出された課題
を集約し、その対応策等について検討する。
その内容を事業計画に適宜反映させる。

推進委員会を年に2～4回開催し、各地区にお
ける事業内容を評価分析する。

在宅医療の普及啓発に向けた県民向け講演会
を企画開催する。 推進委員会

「各地区医師会在宅医療連携拠点事業の推進」

各地区医師会は、推進委員会にて策定された
事業項目（事業計画）に基づき、多職種連携
による在宅医療連携体制を整備するとともに、
在宅医療連携体制事業に取り組む。

多職種連携による情報共有の場（研修会等）
を定期的に開催する。

情報共有により抽出された課題を整理し、推
進委員会に報告する。

各地域において、在宅医療の普及啓発に向け
た市民向けの講演会等を企画開催する。



在宅医療連携拠点事業の７つのタスク

•地域の医療機関の分布、医療機能を把握し、地図又はリスト化

•更に連携に有用な項目（在宅医療の取組状況、医師の相談対
応が可能な日時等）も調査し、関係者に配布、ネット上に公表

•※ネット上への公表は県医師会にて実施

①地域の医療・福祉資源の

把握及び活用

•関係者が集まる会議を開催し、地域の在宅医療・介護の課題を
抽出し、解決策を検討②会議の開催

•グループワーク等の多職種参加型研修の実施

•訪問診療同行研修の実施

•医療機器に係る研修等の座学

•介護職種を対象とした医療教育に関する研修等

③研修の実施

•緊急入院受け入れ窓口の設置

•主治医・副主治医制のコーディネート等

④24時間365日の在宅医療・

介護提供体制の構築

•患者・家族、地域包括支援センターやケアマネからの在宅医療・
介護に係る総合的な問い合わせへの対応

⑤患者・家族や地域包括支援セ

ンター・ケアマネジャーを対象

にした相談窓口の設置

•地域の在宅医療・介護関係者の連絡のための様式・方法の統
一

⑥効率的な情報共有のため

の取組

•地域住民を対象にしたシンポジウムの開催

•パンフレット、チラシ、区報、ホームページ等を活用

•地域住民に対する在宅医療相談窓口の設置（市の施設への設
置、病院への設置）

•※相談窓口の設置は地区医師会にて実施

⑦地域住民への普及啓発

地区医師会
実施事業

①②③は必須
項目として実施

県医師会
実施事業



在宅医療・介護連携コーディネーターの配置

• 本会では、在宅医療・介護連携拠点として、在宅医療・介
護連携コーディネーターを配置している。

• 在宅医療・介護連携コーディネーターは、在宅医療・介護
連携事業の標準化・均等化を図るため、非常に重要な役
割を担っている。

• 主な役割
市町村や地域包括支援センターとの連携

地域の医療・介護関係者による協議への参加

多職種による研修会の企画立案・運営

在宅医や関係職種との連絡調整機能

在宅医療に関する人材育成や普及啓発



在宅医療・介護推進のための
多職種連携研修会の取り組み



沖縄県在宅医療連携体制推進委員会
在宅医療・介護推進のための地域における多職種連携研修会

＜実施要領①＞

• 目的

 沖縄県内の各地域において均てん化された在宅医療の推進及び多
職種連携の促進を研修会の目的とする。また、かかりつけ医の在宅
医療参入の動機づけ、市町村を単位とする多職種によるチームビル
ディングの促進を図る。

• 研修内容

 研修内容は、以下のプログラムの全てもしくは一部を盛り込むものと
する。

① 在宅医療が果たすべき役割
② 在宅ケアにおける多職種連携・協働の必要性

③ 領域別テーマ（認知症、がん、緩和ケア、口腔ケア、リハビリ、栄養、褥瘡、
その他）

④ 在宅医療に関わる報酬や制度
⑤ 訪問診療の実際
⑥ 在宅医療を推進する上での課題とその解決策



沖縄県在宅医療連携体制推進委員会
在宅医療・介護推進のための地域における多職種連携研修会

＜実施要領②＞

• 単位型研修

 研修対象者は、所在する市町村にかかわらず、「研修内容」で示した
研修プログラムについて、沖縄県内各地で実施される研修会で受講
することができる。

 研修対象者がどの地区の研修会でも受講可能とするために、沖縄県
在宅医療連携体制推進委員会は統一の「受講票」を発行する。

• 修了証書（修了証）の発行

 沖縄県在宅医療連携体制推進委員会は、「研修内容」で定めるプロ
グラムを全て受講し、研修を修了したと認められる者について、在宅
医療連携体制推進委員会長名で修了証書を発行する。



研修修了証書研修受講票



職種 人数

医師 2名

歯科医師 4名

看護師 23名

薬剤師 4名

保健師 4名

栄養士 4名

理学療法士 7名

作業療法士 1名

言語聴覚士 1名

MSW 5名

介護支援専門員 29名

介護福祉士 15名

生活相談員 1名

施設長 2名

医療事務 1名

計 106名

参加者：１０６名

在宅医療・介護推進のための地域における多職種連携研修会
主催：八重山地区医師会 共催：石垣市
日時：平成２７年７月１１日（土）１４：００～１７：４０
場所：八重の杜ホール





研修会参加者の感想（八重山地区）

• 多職種の顔を合わせる機会をありがとうございます。在宅医療が
一歩でも進められます。

• 今年度で予算終了と聞きましたが、継続していただきたいです。

• 多職種でのカンファレンス、勉強会、意見交換会はとても有意義だ
と思います。

• このような研修に初めて参加しましたが、今後も多職種の方と交
流できる場へどんどん顔を出してみようと思いました。

• 地域性をもっと活かして顔が見える今回のような研修を重ね、もっ
と理解を深め、良い連携が取れるようにしたい。

• いろいろな職種の目線や問題意識を知ることができ刺激になりま
した。課題解決のためには、顔の見える関係性が必要と改めて思
いました。



平成２７年７月１２日
八重山毎日新聞



職種 人数

医師 2名

歯科医師 1名

看護師 7名

薬剤師 3名

保健師 4名

栄養士 5名

理学療法士 5名

作業療法士 4名

社会福祉士 3名

介護支援専門員 6名

管理者・生活相談員 3名

医療事務 3名

臨床検査技師 1名

行政職 2名

歯科衛生士 1名

鍼灸師（学生） 1名

計 51名

参加者：５１名

在宅医療・介護推進のための地域における多職種連携研修会
主催：宮古地区医師会 共催：宮古島市
日時：平成２７年９月１３日（日）１４：００～１８：００
場所：ＪＡおきなわ 宮古地区本部２階大ホール





研修会参加者の感想（宮古地区）

• 医療面（在宅医療）からみた現状と課題、これからについていろい
ろと学ぶことができた。

• 診療報酬の変化の流れと今後の見通しについて、改めて整理す
ることができて良かったです。

• 同じ職種の研修会は多いが、多職種との研修は少ないのでまた
やってほしい。

• 多職種の方たちと意見を交換し合えるこのような場所こそがとても
貴重な方策だと思います。

• グループワークは素晴らしい勉強法だと聞いてはいたが、やって
みて他の人の意見や話のまとめ方、発表の仕方も良かったが、
もっと良いのは宮古の課題が見えてきて良かったです。



平成２７年９月１４日
宮古毎日新聞

平成２７年９月１５日
宮古新報



職種 人数

医師 7名

歯科医師 7名

看護師 19名

薬剤師 8名

保健師 5名

栄養士 2名

理学療法士 18名

作業療法士 9名

言語聴覚士 2名

歯科衛生士 3名

MSW 15名

介護支援専門員 37名

介護福祉士 19名

管理者・生活相談員 5名

認知症地域支援推進員 2名

保健相談員 2名

その他 3名

計 163名

在宅医療・介護推進のための地域における多職種連携研修会
主催：浦添市医師会 共催：浦添市、浦添市介護支援専門員連絡会
日時：平成２７年９月２７日（日）１３：００～１８：００
場所：浦添市社会福祉センター３階大研修室

参加者：１６３名



インターネットを活用し
宮古島に１グループを設置して
２地点相互の同時中継



おきなわ津梁ネットワークの取り組み



おきなわ津梁ネットワークのデータ集約イメージ

特定健診データ
検査データ
医療情報

特定健診データ
検査データ
医療情報

受療行動
検査データ
医療情報

受療行動
検査データ
医療情報

特定健診DB（協会けんぽ）：95,000人×5年分

特定健診DB（市町村）：95,000人×7年分

おきなわ津梁ネットワークデータベース
（共有データセンターを構築）

国保連合会
（41市町村）

特定健診データ

協会けんぽ

特定健診データ

沖縄県医師会

医療情報（基本情報）

検査会社

検査データ

医療機関

医療情報

専門医 かかりつけ医 市町村（保健師） 協会けんぽ（保健師） 市町村 沖縄県

匿名データ
健康施策基礎資料

匿名データ
健康施策基礎資料

県内大手検査会社
（6社）に対応

検査データ

•医療機関の検査データや処
方情報等の健康情報を集積

•県内全市町村並びに協会け
んぽの特定健診データを集積

•後期高齢者医療広域連合の
長寿健診データを集積

•検査会社より、検査データ
を集積

•同意した患者様の特定健診デー
タや検査情報等のみ参照可能

•同意されていない患者様のデー
タは参照不可

•同意した患者様にパスワードを
記載した利用者カードを提供

•連携医療機関は、患者さんが持
参する利用者カードのパスワー
ドを登録することで、各データ
の参照が可能となる。

23

長寿健診DB：30,000人☓7年分

検査データ

脳卒中DB 心筋梗塞DB糖尿病DB

後期広域連合

長寿健診データ

各種パス情報
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医療情報参照（フェイスシート）

注意事項：上記の画面（黄色枠）は、職種の権限によっては、閲覧できる情報が異なる場合があります。予め、ご了承下さい。

患者基本情報
患者の基本的な情報を表示します。
また、検査結果などより患者状態を
表示し把握することができます。

患者状態
患者の各疾病パスの有無及び状態
が表示されます。

（その他各種情報）
患者さんに紐づく各種医療情報及
び、在宅医療に関する情報を確認
する為の機能となります。

検査情報
検査情報は直近３回分の結果
を表示します。
検査値で異常がある場合、背景
色を変え、すぐに異常を見つける
ことができます。

文書
登録した直近の書類をボタン
表示し、押下するとファイルが
表示されます。

検査結果グラフ
検査結果をグラフ表示し、直
感的に患者の状態変化を把
握することができます。
また、「設定」より表示する回
数、項目を登録できます。

調剤情報
直近の調剤情報及び処方情報を
紐付けて一覧表示します。

スケジュール情報
カレンダーのスケジュール情報を表
示します。

お知らせ情報
患者さんに関連するお知らせ情
報
を表示します。



患者さんの医療情報より、お薬に関する情報を表示する画面となります。

調剤・処方

注意事項：上記の画面の詳細は、今後、変更なる場合があります。予め、ご了承下さい。

処方・調剤情報
実際に薬局で調剤された情報
と病院で処方された情報を合
わせて参照することが可能です。

医薬品、剤形、使用量、単位、
用法、調剤数量、また、服用
期間を表示します。
(ORCA/NSIPS連携情報)
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患者さんに関わる活動記録（訪問メモ）の確認画面となります。

カレンダー機能
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患者さんに関わる関係者同士のコミュニケーションの画面となります。

津梁トーク（双方向チャット機能）

※  各職種の方は、患者様の「サービス担当者登録」後に利用が可能です。サービス担当者登録の権限は、別途、記載しています。



今後の課題

• かかりつけ医の在宅医療への新規参入をど
う促すか
– 在宅医療の現場を体験するための同行研修の実施

– 主治医・副主治医制の確立

– 訪問看護ステーションとの連携強化

• 在宅医療・介護連携コーディネーターの配置
及び育成

• コーディネーター配置や研修会運用等の継
続的な予算措置


